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90秒でわかる今週 エグゼクティブサマリー

Troy Technical | 創薬・DDS | 情報カットオフ 2026-10-16 02

創薬・DDS:個別発表から認定証拠へ境界が移動
日本語記事14件を棚卸しし、意思決定に重要なテーマを選定した。

シグナル 01 | 技術・工程

Enspryng|Rocheの甲状腺眼症治療薬、初の
在宅皮下投与の承認と性能
一次資料で公表: RocheのIL-6R阻害薬Enspryng(satralizumab)
が、甲状腺眼症(TED)治療薬として初となる在宅皮下投与オプショ
ンとしてFDAに承認された。第III相試験SatraGO-2において、眼
球突出(proptosis)の有意な減少と複視(diplopia)の改善が確認さ
れている。これにより、従来の点滴療法に伴う物流的負担が軽
減され、患者の治療柔軟性が大幅に向上する。

シグナル 02 | 技術・工程

ISM9546|Insilico Medicine開発のVAV1分解
薬の性能と手法
一次資料で公表: Insilico Medicineは、AIを用いて設計した経口
投与可能なVAV1分子接着剤分解薬「ISM9546」を、自己免疫疾
患治療のプリクリニカル候補化合物(PCC)として選定した。本化
合物は細胞アッセイでサブナノモル(sub-nanomolar)の分解活
性を示し、炎症性腸疾患(IBD)モデルにおいて疾患活動性指数
(DAI)を数日で有意に減少させ、病理スコアを約60%改善した。

シグナル 03 | 技術・工程

アルツハイマー病治療|IUが開発した分子グルー
分解剤によるプラーク減少の仕組み
一次資料で公表: インディアナ大学(IU)の研究チームが、アルツ
ハイマー病に関連する脳内アミロイドプラークの形成を抑制す
る新しい手法を開発した。分子グルー分解剤を用いてアミロイ
ド前駆体タンパク質を細胞内のリソソームへ誘導し、除去させ
ることでプラークの生成を根本から抑える。従来の治療法が生
成後のプラークを標的としていたのに対し、より早期の段階で
介入できるため、病行の停止や進行遅延への寄与が期待される。

シグナル 04 | 技術・工程

RetroTAC|PROTACsの合成容易性を高速予測
するAIモデルの性能と課題
一次資料で公表: PROTACs(標的タンパク質分解誘導剤)の合成容
易性を、ルート由来のスコアから直接予測する機械学習サロゲー
トモデル「RetroTAC」が開発されました。このモデルはアンサ
ンブル手法を用いており、ホールドアウト分子においてRMSE
0.13、R2 0.65を達成しています。

編集判断

今週の経営判断は 標的証拠、送達、臨床差別化、開発採算 に集中する。自社条件で関連証拠を再
現できる場合だけ次へ進む。

経営の3アクション
1. 事業会社: プラットフォームの期待と品目別の有効性・安全性を分ける.
2. 供給企業: 製剤、担体、分析を曝露、製造再現性、規制管理へ接続する.
3. 経営層: 再現性、分布、毒性、CMC、試験設計、資金.

証拠の読み方
FACTは収集記事に書かれた内容、事業への読みとACTIONは編集判断、UNKNOWNは記事だけでは確定しない項目を示す。リンク先が
あることだけで、全主張が独立検証済みとは扱わない。



今週の主要数値 条件付き証拠
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条件と一緒に読む主要数値・証拠5件

~60%
A06

数値の条件

ISM9546・疾患モデルの病理スコア低減

35th PCC
A06

数値の条件

Insilico・2021年以降の候補化累計

RMSE 0.
13

A08

数値の条件

RetroTAC・合成可能性の予測誤差

R2 = 0.65
A08

数値の条件

RetroTAC・対象評価セットでの決定係数

未確認
A02

数値の条件

Enspryngの送達効率、対象用途での再現性、導入条件は確定しない。公表値を自社性能として
扱わない。

数値の読み方
数値は収集記事が示した条件と一緒に掲載する。試験法、寸法、温度、商用段階が異なる値を、条件補正なしで比較しな
い。



境界はどこで動いたか バリューチェーン / 証拠
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バリューチェーンはどこで動いたか
各段階に主テーマと補助テーマを接続する。矢印は装飾ではなく、次工程へ渡す証拠を示す。

1

標的・分子
P01/P06

一次資料で公表: Roche
のIL-6R阻害薬Enspryng
(satralizumab)が、甲状
腺眼症(TED)治療薬とし
て初となる在宅皮下投
与オプションとして
FDAに承認された。

2

送達設計
P02/P07

一次資料で公表: Insilico
Medicineは、AIを用い
て設計した経口投与可
能なVAV1分子接着剤分
解薬「ISM9546」を、
自己免疫疾患治療のプ
リクリニカル候補化合
物(PCC)として選定した。

3

前臨床
P03/P08

一次資料で公表: インディ
アナ大学(IU)の研究チー
ムが、アルツハイマー
病に関連する脳内アミ
ロイドプラークの形成
を抑制する新しい手法
を開発した。

4

臨床開発
P04/P09

一次資料で公表:
PROTACs(標的タンパク
質分解誘導剤)の合成容
易性を、ルート由来の
スコアから直接予測す
る機械学習サロゲート
モデル「RetroTAC」が
開発されました。

5

市場・ポート
フォリオ
P05/P10

収集記事の報告(独立未
検証): VERAXA Biotech
が、独自のBiTAC-ADC
技術を用いたin vivo(生
体内)での概念実証デー
タを発表した。

各受渡しで必要な証拠

標的・分子 → 送達設計 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 再現性、分布、毒性、
CMC、試験設計、資金.

送達設計 → 前臨床 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 再現性、分布、毒性、
CMC、試験設計、資金.

前臨床 → 臨床開発 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 再現性、分布、毒性、
CMC、試験設計、資金.

臨床開発 → 市場・ポートフォリオ 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 再現性、分布、毒性、
CMC、試験設計、資金.

共通管理点

担当者が関連証拠を再現し、次を記録するまで商用判断へ進めない: 再現性、分布、毒性、CMC、
試験設計、資金.



プライオリティマップ 成熟度 / 次の判断場所
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プライオリティマップ:実装成熟度と次の判断場所

次の判断場所（上下は優劣を示さない）

実装成熟度 →

研究 試作 共同評価 製品採用 量産

技術・工程

システム・導入

事業・制度・供給

P01

P02

P03
P04 P05

P06

P07

P08

P09P10

P01 Enspryng|Rocheの甲状腺眼症治療薬、
初の在宅皮下投与の承認と性能
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P02 ISM9546|Insilico Medicine開発のVAV1
分解薬の性能と手法
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P03 アルツハイマー病治療|IUが開発した分
子グルー分解剤によるプラーク減少の
仕組み
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P04 RetroTAC|PROTACsの合成容易性を高
速予測するAIモデルの性能と課題
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P05 BiTAC-ADC|VERAXA Biotechが提示す
る次世代ADCの安全性と性能
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P06 脂質ナノ粒子(LNP)自動製造|MIT開発
のRNA治療薬設計高速化プラットフォー
ム
システム・導入 | 根拠: システム

P07 グリオブラストーマ治療|多標的
miRNA同定の新手法と血液脳関門突破
の有効性
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P08 細胞外小胞と改変抗体|アルツハイマー
病等の治療における脳血中障壁突破と
除去性能
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P09 Temab-A|AbbVieのc-Met標的ADC、大
腸がん・肺がんの新薬指定と性能
システム・導入 | 根拠: 臨床

P10 siRNA技術|Canary Cure社が挑むプラ
ダー・ウィリー症候群治療
システム・導入 | 根拠: システム

再現可能な配置ルール
横軸は研究・試作・共同評価・製品採用・量産の5段階。縦の帯は次の判断場所を技術・工程、システム・導入、事業・制度・供給に分
ける。まず記事見出しの根拠語を使い、見出しで判断できない場合だけ概要を参照する。上下は影響の大小を意味しない。円径は編集ス
コアを示す。

スコア18点以下の円径は可読性確保のため18ptに固定。スコアそのものは補正していない。



重点テーマ 01-02 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P01 Enspryng|Rocheの甲状腺眼症治療薬、初の在宅皮下投与の承認と性能

A02 | 技術・工程 | 製品採用 2026-10-16

FACT
一次資料で公表: RocheのIL-6R阻害薬
Enspryng(satralizumab)が、甲状腺眼症(TED)治療薬と
して初となる在宅皮下投与オプションとしてFDAに承認
された。第III相試験SatraGO-2において、眼球突出
(proptosis)の有意な減少と複視(diplopia)の改善が確認
されている。これにより、従来の点滴療法に伴う物流的
負担が軽減され、患者の治療柔軟性が大幅に向上する。

なぜ重要か
つまり、Enspryngの成果を採用へ移す際は、適応範囲
と送達効率を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: Enspryngの採用余地は適応範囲と送達効率の
同条件比較で判断する。供給者には試験手順と適用範囲
を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にEnspryngの適応範囲を対
照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票へ残す。

UNKNOWN
Enspryngの送達効率、対象用途での再現性、導入条件
は確定しない。公表値を自社性能として扱わない。

編集スコア 19/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: 技術・工程

P02 ISM9546|Insilico Medicine開発のVAV1分解薬の性能と手法

A06 | 技術・工程 | 試作 2026-10-13

FACT
一次資料で公表: Insilico Medicineは、AIを用いて設計し
た経口投与可能なVAV1分子接着剤分解薬「ISM9546」を、
自己免疫疾患治療のプリクリニカル候補化合物(PCC)と
して選定した。本化合物は細胞アッセイでサブナノモル
(sub-nanomolar)の分解活性を示し、炎症性腸疾患(IBD)
モデルにおいて疾患活動性指数(DAI)を数日で有意に減
少させ、病理スコアを約60%改善した。

なぜ重要か
つまり、ISM9546の成果を採用へ移す際は、適応範囲と
送達効率を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: ISM9546の採用余地は適応範囲と送達効率の
同条件比較で判断する。供給者には試験手順と適用範囲
を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にISM9546の適応範囲を対照
条件で比較し、受入値と停止条件を評価票へ残す。

UNKNOWN
ISM9546の送達効率、対象用途での再現性、導入条件は
確定しない。公表値を自社性能として扱わない。

編集スコア 17/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程



重点テーマ 03-04 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P03 アルツハイマー病治療|IUが開発した分子グルー分解剤によるプラーク減少の仕組み

A14 | 技術・工程 | 試作 2026-10-13

FACT
一次資料で公表: インディアナ大学(IU)の研究チームが、
アルツハイマー病に関連する脳内アミロイドプラークの
形成を抑制する新しい手法を開発した。分子グルー分解
剤を用いてアミロイド前駆体タンパク質を細胞内のリソ
ソームへ誘導し、除去させることでプラークの生成を根
本から抑える。従来の治療法が生成後のプラークを標的
としていたのに対し、より早期の段階で介入できるため、
病行の停止や進行遅延への寄与が期待される。

なぜ重要か
つまり、アルツハイマー病治療の成果を採用へ移す際は、
適応範囲と送達効率を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: アルツハイマー病治療の採用余地は適応範囲
と送達効率の同条件比較で判断する。供給者には試験手
順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にアルツハイマー病治療の適
応範囲を対照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票
へ残す。

UNKNOWN
アルツハイマー病治療の送達効率、対象用途での再現性、
導入条件は確定しない。公表値を自社性能として扱わな
い。

編集スコア 17/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程

P04 RetroTAC|PROTACsの合成容易性を高速予測するAIモデルの性能と課題

A08 | 技術・工程 | 研究 2026-10-09

FACT
一次資料で公表: PROTACs(標的タンパク質分解誘導剤)
の合成容易性を、ルート由来のスコアから直接予測する
機械学習サロゲートモデル「RetroTAC」が開発されま
した。このモデルはアンサンブル手法を用いており、ホー
ルドアウト分子においてRMSE 0.13、R2 0.65を達成して
います。

なぜ重要か
つまり、RetroTACの成果を採用へ移す際は、適応範囲
と送達効率を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: RetroTACの採用余地は適応範囲と送達効率の
同条件比較で判断する。供給者には試験手順と適用範囲
を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にRetroTACの適応範囲を対
照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票へ残す。

UNKNOWN
RetroTACの送達効率、対象用途での再現性、導入条件
は確定しない。公表値を自社性能として扱わない。

編集スコア 17/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: 技術・工程



重点テーマ 05-06 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P05 BiTAC-ADC|VERAXA Biotechが提示する次世代ADCの安全性と性能

A03 | 技術・工程 | 試作 2026-10-13

FACT
収集記事の報告(独立未検証): VERAXA Biotechが、独自
のBiTAC-ADC技術を用いたin vivo(生体内)での概念実証
データを発表した。乳がんのゼノグラフトモデルにおい
て、単回投与(3 mg/kg)で強力な腫瘍退縮を確認し、同
時に体重減少が見られないなど高い安全性を実証した。
従来のADC(抗体薬物複合体)の最大の課題である全身毒
性を克服し、腫瘍特異的な活性化を実現する新たな治療
アプローチとなる。

なぜ重要か
つまり、BiTAC-ADCの成果を採用へ移す際は、適応範囲
と送達効率を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: BiTAC-ADCの採用余地は適応範囲と送達効率
の同条件比較で判断する。供給者には試験手順と適用範
囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にBiTAC-ADCの適応範囲を対
照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票へ残す。

UNKNOWN
BiTAC-ADCの送達効率、対象用途での再現性、導入条件
は確定しない。一次原文の再確認が必要。

編集スコア 15/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程

P06 脂質ナノ粒子(LNP)自動製造|MIT開発のRNA治療薬設計高速化プラットフォーム

A05 | システム・導入 | 試作 2026-10-12

FACT
収集記事の報告(独立未検証): マサチューセッツ工科大学
(MIT)の研究チームが、脂質ナノ粒子(LNP)のサイズと形
状を精密に制御し、自動で製造できるプラットフォーム
を開発しました。動的光散乱装置を組み込んだこのシス
テムは、目標とする粒子サイズに合わせて製造パラメー
タを自動調整し、人間を介さずに最適化を行います。

なぜ重要か
つまり、脂質ナノ粒子(LNP)自動製造の成果を採用へ移
す際は、適応範囲と送達効率を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: 脂質ナノ粒子(LNP)自動製造の採用余地は適応
範囲と送達効率の同条件比較で判断する。供給者には試
験手順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内に脂質ナノ粒子(LNP)自動製
造の適応範囲を対照条件で比較し、受入値と停止条件を
評価票へ残す。

UNKNOWN
脂質ナノ粒子(LNP)自動製造の送達効率、対象用途での
再現性、導入条件は確定しない。一次原文の再確認が必
要。

編集スコア 14/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 07-08 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P07 グリオブラストーマ治療|多標的miRNA同定の新手法と血液脳関門突破の有効性

A12 | 技術・工程 | 試作 2026-10-13

FACT
収集記事の報告(独立未検証): グリオブラストーマ(膠芽
腫)の治療において、複数の癌促進経路を同時に標的と
するmiRNAを同定する新手法が開発されました。研究チー
ムは、ナノ粒子と集束超音波を用いて血液脳関門を一時
的に開放し、治療用miRNAを効率的に届けることで、マ
ウスモデルにおいて腫瘍負荷の軽減と生存期間の延長を
確認しています。

なぜ重要か
つまり、グリオブラストーマ治療の成果を採用へ移す際
は、適応範囲と送達効率を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: グリオブラストーマ治療の採用余地は適応範
囲と送達効率の同条件比較で判断する。供給者には試験
手順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にグリオブラストーマ治療の
適応範囲を対照条件で比較し、受入値と停止条件を評価
票へ残す。

UNKNOWN
グリオブラストーマ治療の送達効率、対象用途での再現
性、導入条件は確定しない。一次原文の再確認が必要。

編集スコア 15/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程

P08 細胞外小胞と改変抗体|アルツハイマー病等の治療における脳血中障壁突破と除去性能

A04 | 技術・工程 | 試作 2026-10-16

FACT
収集記事の報告(独立未検証): オタワ大学の研究チームが、
脳血中障壁(BBB)を突破して病理学的タンパク質を除去
する二段構えの治療戦略を開発した。細胞外小胞を輸送
手段として用い、さらにオートファジーを誘導する改変
抗体を届けることで、疾患の原因となるタンパク質凝集
体の除去を実現している。これにより、従来の抗体医薬
が抱えていた脳への到達率の低さと、結合しても分解で
きないという二つの課題を同時に解決できる可能性があ
る。

なぜ重要か
つまり、細胞外小胞と改変抗体の成果を採用へ移す際は、
粒子同一性と保存安定とロット差を分けて測る必要があ
る。

事業への読み
編集推論: 細胞外小胞と改変抗体の採用余地は粒子同一
性と保存安定とロット差の同条件比較で判断する。供給
者には試験手順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内に細胞外小胞と改変抗体の粒
子同一性を対照条件で比較し、受入値と停止条件を評価
票へ残す。

UNKNOWN
細胞外小胞と改変抗体の保存安定とロット差、対象用途
での再現性、導入条件は確定しない。一次原文の再確認
が必要。

編集スコア 15/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P09 Temab-A|AbbVieのc-Met標的ADC、大腸がん・肺がんの新薬指定と性能

A01 | システム・導入 | 共同評価 2026-10-08

FACT
収集記事の報告(独立未検証): 米国FDAがAbbVie社の抗
体薬物複合体(ADC)「Temab-A(telisotuzumab
adizutecan)」に対し、転移性大腸がんと非小細胞肺が
ん(NSCLC)の2つの画期的新薬(Breakthrough Therapy
Designation)指定を付与した。この指定は、c-Metタン
パク質を標的とした初期段階の臨床試験データに基づい
ている。

なぜ重要か
つまり、Temab-Aの成果を採用へ移す際は、適応範囲と
送達効率を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: Temab-Aの採用余地は適応範囲と送達効率の
同条件比較で判断する。供給者には試験手順と適用範囲
を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にTemab-Aの適応範囲を対
照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票へ残す。

UNKNOWN
Temab-Aの送達効率、対象用途での再現性、導入条件は
確定しない。一次原文の再確認が必要。

編集スコア 16/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: システム・導入

P10 siRNA技術|Canary Cure社が挑むプラダー・ウィリー症候群治療

A11 | システム・導入 | 試作 2026-10-12

FACT
収集記事の報告(独立未検証): Canary Cure社が、siRNA
を用いてプラダー・ウィリー症候群(PWS)などの肥満を
根本的に治療するアプローチを開発している。同社の候
補薬CCT-217は、白色脂肪細胞をエネルギー消費の高い
褐色脂肪細胞へ転換させることで、除脂肪体重を維持し
たまま体重を減少させる。

なぜ重要か
つまり、siRNA技術の成果を採用へ移す際は、適応範囲
と送達効率を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: siRNA技術の採用余地は適応範囲と送達効率の
同条件比較で判断する。供給者には試験手順と適用範囲
を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にsiRNA技術の適応範囲を対
照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票へ残す。

UNKNOWN
siRNA技術の送達効率、対象用途での再現性、導入条件
は確定しない。一次原文の再確認が必要。

編集スコア 15/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: システム・導入
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関係者別プレイブックと0-5年ロードマップ

関係者 NOW | 0-30日 NEXT | 1-12か月 LATER | 1-5年

事業会社 プラットフォームの期待と
品目別の有効性・安全性を
分ける

量産相当条件で受入基準と
停止基準を明示して評価す
る。

技術・供給者の変更を吸収
できるポートフォリオと設
計へ移る。

材料・装置・技術企業 製剤、担体、分析を曝露、
製造再現性、規制管理へ接
続する

顧客と信頼性・工程窓・故
障解析の共通データを作る。

界面、履歴、ライフサイク
ル支援、回収サービスを標
準化する。

商社・投資・法務 Map 再現性、分布、毒性、
CMC、試験設計、資金.

能力、品質、変更通知、責
任、代替、撤退を契約へ入
れる。

地域・技術・顧客の集中リ
スクを分散する。

ロードマップ

NOW | 0-30日

証拠台帳
担当: Strategy + quality
成果物: claim, source, condition,
owner

NOW | 0-30日

リスク選別
担当: Procurement + legal
成果物: unknowns, alternatives, stop

NEXT | 1-12か月

共同認定
担当: R&D + supplier
成果物: 工程窓・故障データ

NEXT | 1-12か月

商用ゲート
担当: Business + finance
成果物: 単位採算・供給能力

LATER | 1-5年

プラットフォーム戦略
担当: 経営
成果物: ポートフォリオ・界面ロードマッ
プ

LATER | 1-5年

サービス層
担当: Operations + channel
成果物: 監視・保守・回復

Go / No-Goゲート

ゲート 担当 必要な証拠 中止条件

G1 証拠 品質 出典・試験条件・再現性 追跡可能な証拠なし

G2 統合 研究開発 界面・工程窓・故障解析 システム条件を満たさない

G3 商用 事業 能力・総原価・契約・代替 採算または供給が成立しない

G4 運用 運用 監視・保守・変更通知・撤退 責任ある運用計画なし
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分析対象記事 | 01-14件目
全記事の正式タイトルと元記事URLを省略せず表示する。URLは折返しても全文を保持し、クリックできる。

ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A01 Temab-A|AbbVieのc-Met標的ADC、大腸がん・肺がんの新薬指定
と性能

https://www.curetoday.com/view/fda-grants-breakthrough-therapy-desi
gnations-to-abbvies-temab-a-in-colorectal-and-lung-cancers

A02 Enspryng|Rocheの甲状腺眼症治療薬、初の在宅皮下投与の承認と
性能

https://www.roche.com/investors/updates/inv-update-2026-10-16

A03 BiTAC-ADC|VERAXA Biotechが提示する次世代ADCの安全性と性能 https://www.nasdaq.com/press-release/veraxa-biotech-presents-vivo-pr
oof-concept-data-bitacr-adc-technology-world-adc-1

A04 細胞外小胞と改変抗体|アルツハイマー病等の治療における脳血中
障壁突破と除去性能

https://www.openaccessgovernment.org/novel-drug-delivery-method-a
nd-engineered-antibodies-to-fight-neurodegenerative-diseases/215627/

A05 脂質ナノ粒子(LNP)自動製造|MIT開発のRNA治療薬設計高速化プラッ
トフォーム

https://bioengineer.org/automated-lipid-nanoparticle-platform-promise
s-faster-rna-therapy-design/

A06 ISM9546|Insilico Medicine開発のVAV1分解薬の性能と手法 https://www.prnewswire.com/news-releases/ai-driven-molecular-glue-i
nnovation-insilico-nominates-ism9546-an-oral-peripheral-restricted-vav
1-degrader-as-pcc-for-autoimmune-diseases-302906775.html

A07 Retatrutide|Eli Lillyが開発する3重作動薬の性能と承認時期 https://voumed.com/en/blog/retatrutide

A08 RetroTAC|PROTACsの合成容易性を高速予測するAIモデルの性能
と課題

https://arxiv.org/html/2610.13639v1

A09 アテゾリズマブ|Stage III dMMR結腸がん術後補助療法のFDA承認
と有効性

https://www.cancernetwork.com/view/fda-approves-atezolizumab-che
mo-for-stage-iii-dmmr-msi-h-colon-cancer

A10 Virtual Biotech|AIエージェント集団による創薬期間の短縮と性能・
費用

https://stanforddaily.com/2026/10/14/ai-powered-biotech-could-shave-
years-off-of-drug-discovery/

A11 siRNA技術|Canary Cure社が挑むプラダー・ウィリー症候群治療 https://www.bioxconomy.com/modalities/targeting-pediatric-obesity-h
ow-sirna-technology-can-pinpoint-its-root-cause

A12 グリオブラストーマ治療|多標的miRNA同定の新手法と血液脳関門
突破の有効性

https://www.uvahealth.com/healthy-practice/glioblastoma-mirna-treat
ment-research

A13 Zanvastro|アレキサンダー病初の治療薬、GFAP標的の作用機序と
臨床結果

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/10/261007042111.htm

A14 アルツハイマー病治療|IUが開発した分子グルー分解剤によるプラー
ク減少の仕組み

https://medicine.iu.edu/news/2026/10/alzhimers-plaque-treatment-com
pounds

確認範囲: 原出典を取得できても、性能・原価・臨床有用性の独立検証を意味しない。企業発表、論文、二次報道を主張台帳で区別。公開日が対象週より前の資
料は継続ウォッチとして扱う。編集推論と行動案は事実ではなく、投資・医療助言ではない。
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#01 Temab-A｜AbbVieのc-Met標的ADC、大腸が

ん・肺がんの新薬指定と性能

概要

米国FDAがAbbVie社の抗体薬物複合体（ADC）「Temab-A（telisotuzumab

adizutecan）」に対し、転移性大腸がんと非小細胞肺がん（NSCLC）の2つの画期的

新薬（Breakthrough Therapy Designation）指定を付与した。この指定は、c-Met

タンパク質を標的とした初期段階の臨床試験データに基づいている。これにより、難

治性の固形がんに対する新たな治療選択肢としての開発加速が期待される。

公開日 2026年10月08日  Cure Today / PR Newswire  アメリカ



詳細

主要成果

AbbVie社が開発中の抗体薬物複合体（ADC）であるTemab-A（別名：ABBV-400、

telisotuzumab adizutecan）が、米国FDAより2つの画期的新薬指定を受けた。一つ

はベバシズマブ（Avastin）との併用による難治性・転移性大腸がんへの適応であり、

もう一つはc-Metタンパク質を発現する局所進行または転移性のEGFR野生型・非扁平

上皮非小細胞肺がん（NSCLC）への単剤療法としての適応である。

技術・詳細

Temab-Aは、がん細胞の表面に存在するc-Metタンパク質を標的とするヒト化抗体薬物

複合体である。切断可能なリンカーを介してトポイソメラーゼ1阻害剤を直接がん細胞

へ届ける設計となっており、従来の化学療法と比較して正常組織へのダメージを抑えつ

つ、がん細胞を死滅させることを目的としている。

今回の指定の根拠となった第1相試験（M21-404）では、BRAF野生型かつマイクロサ

テライト安定（MSS）の転移性大腸がん患者122名を対象に以下の結果が得られた。

客観的奏効率（ORR）：15.6%

病勢コントロール率（DCR）：74.6%

無増悪生存期間（PFS）の中央値：4.6か月

全生存期間（OS）の中央値：10.4か月

奏効期間の中央値：5.9か月

副作用については、主に胃腸および血液関連の症状が確認された。副作用により治療を

中止した患者は10%で、治療関連死は3%であった。

背景・業界の文脈

画期的新薬指定は、既存の治療法に対して臨床的に意味のある改善を示す初期的な証拠

がある薬剤に対し、開発と審査を迅速化させるための制度である。これにより、開発者

はFDAからより頻繁で密接なガイダンスを受けることが可能になる。AbbVie社にとっ

て、今回の指定で同社のADCポートフォリオにおける画期的新薬指定の総数は4つとな

った。これは、固形がんにおける治療標的としてc-Metの重要性が高まっていることを

示唆している。



今後の展望

肺がん領域では、第1b/2相試験（M24-536）において、化学療法を用いない一次治療

の選択肢として、単剤またはPD-1阻害剤との併用療法を検討している。また、オシメ

ルチニブ（Tagrisso）との併用を含むEGFR変異陽性NSCLCへの適用も別途試験中で

ある。さらに、頭頸部扁平上皮がん、胃食道腺がん、膵管腺がん、卵巣がんなどの難治

性固形がんに対しても、単剤または併用療法の第2相および第3相試験が進められてい

る。

元記事: https://www.curetoday.com/view/fda-grants-breakthrough-therapy-designations-to-

abbvies-temab-a-in-colorectal-and-lung-cancers

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://www.curetoday.com/view/fda-grants-breakthrough-therapy-designations-to-abbvies-temab-a-in-colorectal-and-lung-cancers
https://www.curetoday.com/view/fda-grants-breakthrough-therapy-designations-to-abbvies-temab-a-in-colorectal-and-lung-cancers


#02 Enspryng｜Rocheの甲状腺眼症治療薬、初の在宅

皮下投与の承認と性能

概要

RocheのIL-6R阻害薬Enspryng（satralizumab）が、甲状腺眼症（TED）治療薬とし

て初となる在宅皮下投与オプションとしてFDAに承認された。第III相試験SatraGO-2

において、眼球突出（proptosis）の有意な減少と複視（diplopia）の改善が確認され

ている。これにより、従来の点滴療法に伴う物流的負担が軽減され、患者の治療柔軟

性が大幅に向上する。

公開日 2026年10月16日  Roche (Press Release)  アメリカ



詳細

主要成果

Rocheは、成人向けの甲状腺眼症（TED）治療薬として、Enspryng（satralizumab）

が米国食品医薬品局（FDA）より承認されたことを発表した。本剤は、TED治療におい

て初かつ唯一の在宅皮下投与（SC）オプションとなる。トレーニングを受けた患者本

人または介護者による投与が可能であり、維持期には4週間に1回の投与で済むため、

治療の柔軟性が向上する。

技術・詳細

Enspryngは、新規のリサイクリング抗体技術を用いた抗IL-6Rモノクローナル抗体

（mAb）である。自己抗体による病理の上流にあるIL-6シグナル伝達を阻害するように

設計されている。有効性と安全性の根拠となった第III相試験「SatraGO」プログラム

（SatraGO-1およびSatraGO-2）では、合計19カ国から258名の患者が参加した。

試験結果の詳細として、SatraGO-1は24週時点での主要有効性エンドポイントを達成

しなかったが、SatraGO-2では活動性TED患者において顕著な成果が得られた。具体的

には、眼球突出の改善率がプラセボ群の23.4%に対しEnspryng群では52.9%に達し、

複視の軽減率ではプラセボ群の25.8%に対しEnspryng群で60.7%という有意な差が示

された。また、これらの結果は活動性および慢性の患者を含む全体集団においても一貫

して確認されており、安全性プロファイルは既知の視神経脊髄炎スペクトラム障害

（NMOSD）での結果と一致していた。

背景・業界の文脈

甲状腺眼症（TED）は、米国で人口10万人あたり約155人に影響を与える希少な自己

免疫疾患である。主な症状に眼球の赤み、腫れ、眼瞼後退、眼球突出、複視、痛みがあ

り、未治療の場合には顔面の変形や視力を脅かす合併症に至る可能性がある。多くは甲

状腺機能亢進症の患者に発症し、その約50%が少なくとも軽度のTEDを経験する。既存

の承認治療薬は存在するものの、有効性と忍容性を兼ね備え、かつ投与経路が簡便な治

療法へのニーズが依然として高かった。



今後の展望

Enspryngにとって今回のTEDへの適応拡大は、2020年のNMOSD承認に続く2つ目の

適応となる。また、FDAはミエリンオリゴデンドロサイト糖タンパク質抗体関連疾患

（MOGAD）における優先審査も受理している。同社は今後、IL-6介在性シグナルの阻

害が有益であると考えられる他の神経系自己免疫疾患および炎症性疾患への適用につい

ても研究を進めている。

元記事: https://www.roche.com/investors/updates/inv-update-2026-10-16

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://www.roche.com/investors/updates/inv-update-2026-10-16


#03 BiTAC-ADC｜VERAXA Biotechが提示する次世

代ADCの安全性と性能

概要

VERAXA Biotechが、独自のBiTAC-ADC技術を用いたin vivo（生体内）での概念実

証データを発表した。乳がんのゼノグラフトモデルにおいて、単回投与（3 mg/kg）

で強力な腫瘍退縮を確認し、同時に体重減少が見られないなど高い安全性を実証し

た。従来のADC（抗体薬物複合体）の最大の課題である全身毒性を克服し、腫瘍特異

的な活性化を実現する新たな治療アプローチとなる。

公開日 2026年10月13日  Nasdaq  アメリカ



詳細

主要成果

VERAXA Biotechは、第17回World ADC Congressにおいて、同社のBiTAC-ADC技

術プラットフォームのin vivo概念実証データおよび追加のin vitroデータを発表した。

乳がんのゼノグラフトモデルを用いた試験では、BiTAC-ADCを3 mg/kgの単回投与し

ただけで、強力な腫瘍退縮が確認された。特筆すべきは、この治療群において体重の減

少が観察されなかった点であり、従来のADCが抱える主要な制限である全身毒性を克服

し、差別化された安全性プロファイルを持つ可能性が示された。

技術・詳細

BiTAC-ADCは、2つの相補的な前駆体を用いるデュアルターゲット戦略を採用してい

る。具体的には、以下の2つのコンポーネントを別々の抗体（それぞれが異なる腫瘍関

連抗原を標的とする）を介して送達する。

システム的に不活性なプロドラッグ（prodrug payload）

細胞膜を透過しないプロアクティベーター（proactivator）

設計上、単一のBiTAC-ADC前駆体だけでは毒性を持たない。しかし、これら2つのコ

ンポーネントが同一のがん細胞内に選択的に取り込まれたときのみ、用量依存的な細胞

毒性が誘発される仕組みとなっている。in vitro研究では、BiTAC-ADCががん細胞と正

常細胞を識別でき、末梢では活性毒素を放出しないことが示された。また、片方のコン

ポーネントのみを腫瘍に送達した場合は有意な効果が見られず、両方のコンポーネント

が揃うことで初めて特異的な効果が発現することが確認されている。

背景・業界の文脈

従来のADCは、抗体を用いて薬剤を標的細胞に届けるが、血中での薬剤放出や正常細胞

への取り込みによる全身毒性が大きな課題となっていた。VERAXAが開発するBiTAC

（Bispecific Targeting Activation and Control）戦略は、腫瘍内でのみ治療効果を活

性化させることで、この精度を一段階引き上げることを目的としている。今回の検証で

は、同社が設計したコントロールADC（BiTAC-ADCと同じ結合・リンカー・ペイロー

ド技術および薬物抗体比（DAR）を持つもの）と比較して、BiTAC-ADCが優れた安全

性を示すことが示唆された。



今後の展望

VERAXA Biotechは、BiTAC-TCE（T細胞エンゲイジャー）を最優先事項としつつ、

今回のBiTAC-ADCの迅速な検証結果を受けて、これを研究開発およびパートナーシッ

プ戦略の「第2の柱」として確立させる方針である。同社は、このプラットフォームが

固形がん患者にとってより安全な薬剤を提供する道を開くと考えている。今後は、この

概念実証を基に、臨床開発に向けたパイプラインの推進を目指す。

元記事: https://www.nasdaq.com/press-release/veraxa-biotech-presents-vivo-proof-concept-

data-bitacr-adc-technology-world-adc-1

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://www.nasdaq.com/press-release/veraxa-biotech-presents-vivo-proof-concept-data-bitacr-adc-technology-world-adc-1
https://www.nasdaq.com/press-release/veraxa-biotech-presents-vivo-proof-concept-data-bitacr-adc-technology-world-adc-1


#04 細胞外小胞と改変抗体｜アルツハイマー病等の治療

における脳血中障壁突破と除去性能

概要

オタワ大学の研究チームが、脳血中障壁（BBB）を突破して病理学的タンパク質を除

去する二段構えの治療戦略を開発した。細胞外小胞を輸送手段として用い、さらにオ

ートファジーを誘導する改変抗体を届けることで、疾患の原因となるタンパク質凝集

体の除去を実現している。これにより、従来の抗体医薬が抱えていた脳への到達率の

低さと、結合しても分解できないという二つの課題を同時に解決できる可能性があ

る。

公開日 2026年10月16日  University of Ottawa  カナダ



詳細

主要成果

オタワ大学の研究チームは、アルツハイマー病、筋萎縮性側索硬化症（ALS）、および

認知症に関連する病理学的タンパク質を排除するための、新しい薬剤輸送法と改変抗体

を開発した。この研究成果は『Nature Biomedical Engineering』誌に掲載されてお

り、細胞外小胞を用いて改変抗体を脳組織に直接届け、生体本来の細胞リサイクルシス

テムを活性化させて疾患の原因となるタンパク質凝集体を浄化できることを実証した。

技術・詳細

本アプローチは、「脳への輸送」と「標的の分解」という二つの技術的課題を解決する

設計となっている。

まず輸送面では、細胞由来のナノ粒子である「細胞外小胞（extracellular vesicles）」

を利用している。脳には、外部物質の侵入を制限する生理的防御壁である脳血中障壁

（BBB）が存在し、これが治療の大きな障壁となっていた。従来の静脈内投与では、抗

体医薬のうち脳組織に到達できるのは約10,000分の1に過ぎず、大部分が血流中に留ま

ってしまう。研究チームのDerrick Gibbings博士とHuishan Guo博士らは、この細胞

外小胞を輸送車両として活用することで、治療薬を効率的に血管壁を越えて脳組織へ届

けることに成功した。

次に分解面では、抗体を再設計し、細胞内の廃棄物処理メカニズムである「オートファ

ジー」を関与させている。標準的な抗体は病理学的タンパク質に結合しても、それを分

解できないことが多い。そこで研究チームは、抗体に分子タグを付加し、結合した標的

タンパク質（具体的には病理学的TauおよびTDP-43）を細胞内のオートファゴソーム

へと導き、分解させる仕組みを構築した。

これらの手法を組み合わせた結果、アルツハイマー病、認知症、ALSの細胞培養および

マウスモデルにおいて、疾患の原因となるタンパク質沈着の除去が有意に促進された。

また、動物モデルでは運動機能および認知機能の症状に測定可能な改善が見られたとい

う。



背景・業界の文脈

神経変性疾患に対する従来の抗体医薬の臨床試験では、バイオテクノロジー分野で多額

の投資が行われてきたにもかかわらず、患者への十分な利益をもたらすことは限定的で

あった。その根本的な要因は、前述した脳血中障壁による輸送効率の低さと、標的タン

パク質の不完全な除去にある。本研究が提示した戦略は、輸送と除去の両面からメカニ

ズムを改善する設計図を提示した点に意義がある。

今後の展望

オタワ大学の研究チームは現在、これらの前臨床研究の結果を基に、ヒト患者における

安全性と有効性を評価するための臨床試験プロトコルの策定に向けて研究を進めてい

る。

元記事: https://www.openaccessgovernment.org/novel-drug-delivery-method-and-

engineered-antibodies-to-fight-neurodegenerative-diseases/215627/

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://www.openaccessgovernment.org/novel-drug-delivery-method-and-engineered-antibodies-to-fight-neurodegenerative-diseases/215627/
https://www.openaccessgovernment.org/novel-drug-delivery-method-and-engineered-antibodies-to-fight-neurodegenerative-diseases/215627/


#05 脂質ナノ粒子（LNP）自動製造｜MIT開発のRNA治

療薬設計高速化プラットフォーム

概要

マサチューセッツ工科大学（MIT）の研究チームが、脂質ナノ粒子（LNP）のサイズと

形状を精密に制御し、自動で製造できるプラットフォームを開発しました。動的光散

乱装置を組み込んだこのシステムは、目標とする粒子サイズに合わせて製造パラメー

タを自動調整し、人間を介さずに最適化を行います。これにより、これまで経験則に

頼っていたLNPの設計を工学的なアプローチへと転換し、RNAおよびDNA治療薬の開

発期間を大幅に短縮することが可能になります。

公開日 2026年10月12日  BIOENGINEER.ORG  アメリカ



詳細

主要成果

MITの研究チームは、RNAやDNAなどの遺伝物質を細胞へ届ける配送車両である「脂

質ナノ粒子（LNP）」の製造を自動化するプラットフォームを開発しました。このシステ

ムは、LNPの性能を決定づける重要な要因である「サイズ」と「形状」を、前例のない

精度で制御できる点が最大の特徴です。研究チームは、この自動化プラットフォームに

よって得られた膨大なデータを用いて機械学習モデルを構築し、要求されるサイズや形

状を実現するためのパラメータをオンデマンドで予測することを可能にしました。

技術・詳細

従来のLNP製造では、脂質溶液とmRNA溶液を急速に混合しますが、この手法では粒子

の寸法を制御する手段がほとんどなく、生物学的分布を左右するサイズ管理がボトルネ

ックとなっていました。MITのチームが開発した新プラットフォームは、以下の2段階

の混合プロセスを採用しています。

第1ステップ：mRNAと脂質を等しい流速で混合し、粒子の核形成と成長を開始させ

る。

第2ステップ：精密に制御された遅延時間の後、追加のバッファーを注入して粒子の

成長を停止させる。

この「滞留時間（レジデンスタイム）」を調整することで粒子サイズを直接制御でき、

さらに第2ステップで注入するバッファーの組成を変えることで、粒子を球形からアボ

カドのような細長い形状へと変化させることが可能です。特筆すべきは、これらの調整

がナノ粒子の化学組成を変えずに実行できる点です。さらに、このシステムを市販の動

的光散乱装置に接続し、リアルタイムでサイズを測定しながら、目標値に達するまで遅

延時間などの動作パラメータを自動的に調整するループを構築しました。

背景・業界の文脈

mRNAワクチンなどの成功を支えたLNPは、体内の酵素による分解から脆弱な遺伝物質

を保護し、細胞内への取り込みを促進する不可欠な技術です。しかし、LNPの設計はこ

れまで「科学であると同時に芸術（職人技）」のような側面があり、試行錯誤による開

発に多くの時間を要していました。特に、標的とする臓器（肝臓など）によって最適な

粒子サイズが異なるため、サイズ制御の不完全さは治療薬の有効性に直結する課題とな

っていました。



今後の展望

本プラットフォームの導入により、LNPの処方設計は「数週間にわたる反復的な調整」

から、あらかじめ望ましい特性を指定して予測的に達成する「工学的な規律」へと進化

します。自動化による高速なデータ収集と機械学習の統合は、核酸医薬開発のパイプラ

イン全体を加速させ、より効率的な治療薬のデザインを実現することが期待されます。

元記事: https://bioengineer.org/automated-lipid-nanoparticle-platform-promises-faster-rna-

therapy-design/

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://bioengineer.org/automated-lipid-nanoparticle-platform-promises-faster-rna-therapy-design/
https://bioengineer.org/automated-lipid-nanoparticle-platform-promises-faster-rna-therapy-design/


#06 ISM9546｜Insilico Medicine開発のVAV1分解薬

の性能と手法

概要

Insilico Medicineは、AIを用いて設計した経口投与可能なVAV1分子接着剤分解薬

「ISM9546」を、自己免疫疾患治療のプリクリニカル候補化合物（PCC）として選定

した。本化合物は細胞アッセイでサブナノモル（sub-nanomolar）の分解活性を示

し、炎症性腸疾患（IBD）モデルにおいて疾患活動性指数（DAI）を数日で有意に減少

させ、病理スコアを約60%改善した。これまで「創薬困難（undruggable）」とされ

てきたVAV1を標的としたことで、IBDや関節リウマチ（RA）などの新たな治療選択

肢となる可能性がある。

公開日 2026年10月13日  PR Newswire (Insilico Medicine)  アメリカ



詳細

主要成果

Insilico Medicineは、生成AIプラットフォーム「Pharma.AI」を活用し、自己免疫疾患

を標的としたVAV1分子接着剤分解薬「 ISM9546」をプリクリニカル候補化合物

（PCC）として選定した。ISM9546は経口投与が可能であり、細胞ベースのアッセイ

においてサブナノモル（sub-nanomolar）という極めて高いVAV1分解活性を実証して

いる。

動物モデルを用いた有効性試験では、急性大腸炎モデルにおいて投与開始から数日で疾

患活動性指数（DAI）の有意な減少が確認され、その効果は研究期間を通じて持続し

た。また、参照用VAV1分解薬と比較して優れた疾患制御能を示し、累積DAIスコアを

大幅に低減させた。組織病理学的解析では、炎症細胞の浸潤と腸管組織の損傷が大幅に

抑制され、病理スコアは約60%改善した。

技術・詳細

本剤の設計には、同社の生成化学プラットフォーム「Chemistry42」が用いられた。こ

のプラットフォームは40以上の生成モデルと複数の予測モジュールを統合しており、分

子生成から特性予測、マルチパラメータ最適化までをエンドツーエンドで実行できる。

研究チームは、標的-リガンド複合体の構造と主要な相互作用パターンに基づきファーマ

コフォアを定義し、de novoフラグメント成長に焦点を当てた設計を行った。

特に、有効性と安全性の両立を最適化するため、中枢神経系（CNS）への曝露を最小限

に抑える「末梢制限的（peripherally restricted）」なプロファイルを持たせている。in

vitroのMDCKII-MDR1アッセイおよびin vivoの組織分布研究により、脳への曝露が低

いことが確認された。また、ラットおよび非ヒト霊長類を用いた14日間の毒性評価で

は、良好な耐容性と広い安全域が示され、プロテオミクス解析においてもオフターゲッ

トタンパク質の枯渇は見られず、クリーンな分解プロファイルが確認された。



背景・業界の文脈

VAV1（Vav guanine nucleotide exchange factor 1）は、免疫細胞の活性化、増

殖、細胞骨格のダイナミクス、および下流のサイトカイン分泌を制御する重要なシグナ

ル伝達経路を担っている。しかし、従来の低分子化合物が結合するための典型的な結合

ポケットを欠いているため、長らく「創薬困難（undruggable）」な標的とされてき

た。この課題に対し、タンパク質同士を接着させて分解を誘導する「分子接着剤

（molecular glue）」という新モダリティが解決策として浮上している。

今後の展望

Insilico Medicineは、2021年以降に35件のPCCを選定し、2026年の最初の10ヶ月間

だけで11件のPCCを選定するという、社内記録となるパイプライン出力効率を達成し

ている。同社はPROTACs、ペプチド、mRNA治療などの新モダリティの開発を推進し

ており、生成AIを用いることで複雑な作用機序を持つ困難な標的を体系的に攻略し、低

コストで迅速に治療オプションを提供することを目指している。

元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/ai-driven-molecular-glue-innovation-

insilico-nominates-ism9546-an-oral-peripheral-restricted-vav1-degrader-as-pcc-for-

autoimmune-diseases-302906775.html

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://www.prnewswire.com/news-releases/ai-driven-molecular-glue-innovation-insilico-nominates-ism9546-an-oral-peripheral-restricted-vav1-degrader-as-pcc-for-autoimmune-diseases-302906775.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/ai-driven-molecular-glue-innovation-insilico-nominates-ism9546-an-oral-peripheral-restricted-vav1-degrader-as-pcc-for-autoimmune-diseases-302906775.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/ai-driven-molecular-glue-innovation-insilico-nominates-ism9546-an-oral-peripheral-restricted-vav1-degrader-as-pcc-for-autoimmune-diseases-302906775.html


#07 Retatrutide｜Eli Lillyが開発する3重作動薬の性能

と承認時期

概要

Eli Lillyが開発中のRetatrutide（LY3437943）は、GIP、GLP-1、グルカゴンの3つ

の受容体を同時に刺激するトリプルアゴニストである。第3相試験（TRIUMPH）にお

いて、高用量投与群で26%から28%という大幅な体重減少を記録した。エネルギー消

費の増大と食欲抑制を同時に実現することで、従来の単一または二重作動薬を超える

代謝改善効果を目指している。

公開日 2026年10月13日  Voumed  アメリカ



詳細

主要成果：大幅な体重減少と代謝改善

第3相臨床試験「TRIUMPH」において、Retatrutideは極めて高い体重減少効果を示し

た。特に維持用量として9 mgおよび12 mgを投与された参加者は、80週間で平均26%

から28%の体重減少を記録した。また、体重減少に加えて、糖化ヘモグロビン

（HbA1c）の改善や、膝変形性関節症に伴う痛みおよび身体機能障害の軽減が確認さ

れている。

さらに、二次的な代謝メリットとして、肝脂肪の顕著な減少が報告されており、多くの

参加者が代謝機能障害関連脂肪肝疾患（MASLD）の消失に至った。あわせて、血清ト

リグリセリド、低密度リポタンパク質コレステロール（LDL-C）、および収縮期血圧の

低下がすべての有効投与群で記録されている。

技術詳細：3重作動薬（トリプルアゴニスト）のメカニズム

Retatrutideは、以下の3つの内分泌経路を同時に標的とする単一のペプチドである。

GLP-1受容体作動：胃排泄の遅延、中枢神経系への満腹感信号の送信、および膵ベ

ータ細胞からのインスリン放出を促進する。

GIP受容体作動：インスリン反応を強化し、GLP-1刺激による悪心などの胃腸症状を

緩和させるとともに、脂肪組織における脂質緩衝をサポートする。

グルカゴン受容体作動：肝臓での脂肪酸酸化を促進して肝脂肪量を減少させ、エネル

ギー消費量を増大させる。これにより、摂取カロリー減少に伴い通常発生する代謝率

の低下を抑制する。

この3つの経路を組み合わせることで、食欲抑制とインスリン刺激に加え、熱産生を高

めるグルカゴンの特性を統合し、摂取カロリーの抑制と基礎代謝量の向上を同時に実現

している。

背景と安全性

本剤は週1回の皮下注射として投与される。試験では胃腸症状を抑えるため、2 mgまた

は4 mgから開始し、その後8 mg、9 mg、または12 mgの維持用量へと段階的に増量

するプロトコルが採用された。副作用については、主に胃腸管関連の症状が報告されて

いるほか、一過性の安静時心拍数の増加や、皮膚の知覚異常（dysesthesia）が確認さ

れている。



今後の展望と承認スケジュール

2026年10月現在、Retatrutideは米国FDA、欧州EMAを含むいかなる規制当局からも

承認を得ていない未承認の試験的化合物である。開発元のEli Lillyは、2027年初頭に規

制当局への申請を行う計画である。承認には、長期的な心血管アウトカムや血糖安定

性、耐容性に関する成熟したデータの提出が必要となるため、広範な臨床利用が可能に

なるのは早くて2027年後半から2028年になると見込まれている。

元記事: https://voumed.com/en/blog/retatrutide

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://voumed.com/en/blog/retatrutide


#08 RetroTAC｜PROTACsの合成容易性を高速予測す

るAIモデルの性能と課題

概要

PROTACs（標的タンパク質分解誘導剤）の合成容易性を、ルート由来のスコアから

直接予測する機械学習サロゲートモデル「RetroTAC」が開発されました。このモデル

はアンサンブル手法を用いており、ホールドアウト分子においてRMSE 0.13、R²

0.65を達成しています。計算コストの高い逆合成解析を介さずに合成可能性を高速に

優先順位付けできるため、仮想ライブラリのスクリーニング効率を大幅に向上させま

す。

公開日 2026年10月09日  arXiv (Preprint)  スウェーデン



詳細

主要成果

研究チームは、PROTACsの合成容易性を予測する高速な機械学習モデル「RetroTAC」

を開発しました。RetroTACは、合成ルートの深さ（ステップ数）の短さと、分子断片

のバランスの良い結合を評価する「ルート由来スコア」を、分子構造から直接予測する

サロゲートモデルです。検証の結果、高スコアと予測された候補分子は、平均ルート由

来合成容易性が0.73であったのに対し、低スコア候補は0.31にとどまりました。ま

た、テストされた検索設定において、高スコア候補の98.75%が完全に解決された一

方、低スコア候補では51.00%にとどまり、予測の有効性が示されました。

技術・詳細

RetroTACは、相補的なモデルを組み合わせたアンサンブル構成となっており、ホール

ドアウト分子に対してRMSE 0.13、R² 0.65という精度を実現しています。本手法の核

心は、人間が解釈可能なPROTACs向けのルート由来スコアを定義し、それを予測させ

る点にあります。従来の逆合成計画ツールは、ステップ数や収束性、使用するビルディ

ングブロックなどの詳細な証拠を提供しますが、計算コストが非常に高く、特に

PROTACsのような巨大で複雑な分子では処理に時間を要します。RetroTACは推論時

にプランナーを呼び出さず、単一の分子プロパティ予測として処理するため、高速なフ

ィルタリングが可能です。

背景・業界の文脈

PROTACsは、標的タンパク質とE3ユビキチンリガーゼを繋ぐヘテロ二機能性分子であ

り、従来の阻害剤では困難だったタンパク質の分解を誘導できます。しかし、その構造

は「標的結合部位（ウォーヘッド）」「リンカー」「E3リガーゼリガンド」の3つのモジ

ュールからなるため、従来の小分子医薬よりも大きく柔軟であり、合成がボトルネック

となっていました。既存の合成容易性スコアは小分子向けに開発されており、モジュー

ル結合による合成というPROTACs特有の性質を過小評価し、複雑さによるペナルティ

を過剰に課す傾向がありました。また、DeepPSAやFSscoreといったPROTACs特化

型の既存モデルもありますが、ルート由来のスコアとの直接的な比較や、汎用的なルー

ト解析との統合に課題がありました。



今後の展望

研究チームは、ShallowTreeによって生成された約20,000件のPROTACs合成ルートお

よびRetroTACのアンサンブルモデルをオープンに公開しています。これにより、生成

AIなどで大量に列挙される仮想的な分解誘導剤ライブラリの中から、合成可能な候補を

高速に優先順位付けすることが可能になります。明示的な逆合成計画は、RetroTACで

絞り込まれた少数の候補分子に対してのみ適用することで、計算リソースを最適化し、

創薬プロセスを加速させることが期待されます。

元記事: https://arxiv.org/html/2610.13639v1

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://arxiv.org/html/2610.13639v1


#09 アテゾリズマブ｜Stage III dMMR結腸がん術後補

助療法のFDA承認と有効性

概要

FDAは、切除後のStage III dMMR（ミスマッチ修復欠損）結腸がん患者を対象に、ア

テゾリズマブと化学療法の併用療法を承認した。第3相ATOMIC試験において、併用群

は化学療法単独群と比較して再発または死亡のリスクを50%低減し、3年無病生存率

（DFS）を86.3%まで向上させた。これにより、これまで進行・転移癌に限定されて

いた免疫療法の適応が、根治目的の術後補助療法へと拡大される。

公開日 2026年10月08日  CancerNetwork  アメリカ



詳細

主要成果

FDAは、 2歳以上の Stage III dMMR結腸がん患者に対するアテゾリズマブ

（Tecentriq）と化学療法の併用、および12歳以上で体重40kg以上の患者に対するア

テゾリズマブとヒアルロニダーゼ-tqjs（Tecentriq Hybreza）と化学療法の併用を、術

後補助療法として承認した。この承認の根拠となった第 3相 ATOMIC試験

（NCT02912559）では、アテゾリズマブと修正FOLFOX6（mFOLFOX6）の併用に

より、化学療法単独群と比較して再発または死亡のリスクが有意に低下した（ハザード

比 0.50; 95% CI, 0.35-0.73; P <.001）。3年DFS率は、併用群の86.3%に対し、化学

療法単独群は76.2%であった。

技術・詳細

本療法における化学療法は、フルオロピリミジンとオキサリプラチンで構成される。投

与スケジュールは、まず化学療法とアテゾリズマブを6ヶ月間併用し、その後、病気の

再発または許容できない毒性が現れるまで、アテゾリズマブ単剤による治療を6ヶ月間

継続する。静脈内投与の場合、成人への推奨用量は2週ごと840mg、3週ごと

1200mg、または4週ごと1680mgである。また、皮下投与製剤（Tecentriq

Hybreza）は、15mL（アテゾリズマブ1875mg、ヒアルロニダーゼ30,000単位含有）

を3週ごとに投与する。

安全性に関しては、グレード3または4の有害事象が併用群で84.1%、対照群で71.9%

に認められた。併用群で多く見られたグレード3/4の毒性は、好中球減少（43.6%）、

末梢性感覚ニューロパチー（18.5%）、下痢（12.1%）、疲労（10.1%）であった。ま

た、併用群で6名、対照群で2名にグレード5の事象が発生し、併用群の2名（突然死1

名、敗血症1名）は治療に関連していると判断された。

背景・業界の文脈

Stage IIIの結腸がん患者の約30%は、手術後の標準的な化学療法（FOLFOXなど）を行

っても5年以内に再発するとされており、dMMR/MSI-H腫瘍は結腸がん全体の約15%

を占める。これまで、dMMR大腸がんに対するFDA承認済みの免疫療法は、切除不能

または転移性の進行癌（pembrolizumab, nivolumab, および2025年4月承認の

nivolumab＋ipilimumab）に限定されていた。本承認により、アテゾリズマブは根治目

的の治療段階である術後補助療法において、初の免疫療法ベースの選択肢となった。



今後の展望

ATOMIC試験の探索的解析では、mFOLFOX6を6サイクルより多く投与した患者におい

て、ハザード比が0.41（95% CI, 0.27-0.64）と顕著なリスク低減が示された。これに

より、非転移性dMMR結腸がんの治療における重要な前進がもたらされたとされる。今

後は、根治切除後の早期段階からPD-L1阻害薬を導入することで、再発率のさらなる低

下が期待される。

元記事: https://www.cancernetwork.com/view/fda-approves-atezolizumab-chemo-for-stage-iii-

dmmr-msi-h-colon-cancer

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://www.cancernetwork.com/view/fda-approves-atezolizumab-chemo-for-stage-iii-dmmr-msi-h-colon-cancer
https://www.cancernetwork.com/view/fda-approves-atezolizumab-chemo-for-stage-iii-dmmr-msi-h-colon-cancer


#10 Virtual Biotech｜AIエージェント集団による創薬

期間の短縮と性能・費用

概要

スタンフォード大学が開発したAI研究プラットフォーム「Virtual Biotech」が、創薬

プロセスを数か月から数日単位へと大幅に短縮する可能性を示した。数万規模のAIエ

ージェントが組織的に連携し、5万件以上の臨床試験データの分析を1週間未満で完了

させた。このシステムは研究者の代替ではなく「共同科学者」として機能し、研究コ

ストをエージェント1体あたり1ドル未満に抑えることを目指している。

公開日 2026年10月14日  The Stanford Daily  アメリカ



詳細

主要成果

スタンフォード大学の生物医学データサイエンス部門が開発したAI駆動型研究プラット

フォーム「Virtual Biotech」は、製薬会社が数か月かけて行う発見プロセスを、わずか

数日へと短縮できる可能性を提示した。このシステムを用いた検証では、人間が実行す

れば数年を要する5万件以上の臨床試験の分析を、1週間未満で完了させている。ま

た、AIエージェントはがん細胞に多く発現するタンパク質「B7-H3」を標的とした抗体

薬物複合体（ADC）の治療戦略を策定した。ADCは、標的細胞に到達すると化学療法

剤などのペイロードを放出して悪性細胞を死滅させる、ミサイルのような精密誘導型の

薬剤である。

技術・詳細

Virtual Biotechは、単一のAIではなく、バイオテクノロジー企業の組織構造を模倣した

数万体のAIエージェント集団によって構成されている。仮想の最高科学責任者（CSO）

が司令塔となり、標的の発見、安全性評価、モダリティ（創薬手段）の選択、臨床開発

といった専門タスクを各エージェントに割り当てる体制を構築している。このフレーム

ワークにより、並列処理による高速化を実現した。

精度の検証については、AIが導き出した主要な発見を博士レベルの人間が再現すること

で確認している。実際に、2025年8月にはある民間製薬会社が、Virtual Biotechが導

き出したB7-H3標的のADC戦略と独立して同一の結論に達したことが報告されてい

る。また、細胞型特異的遺伝子を標的とする薬剤は、市場に到達する確率が48%高く、

副作用が32%少ないという知見も得られている。

背景・業界の文脈

本プロジェクトは、2025年に立ち上げられた仮想ラボでのタンパク質設計の成功をス

ケールアップさせる構想から生まれた。開発チームは、NIH（国立衛生研究所）の予算

混乱などの影響がある中で、AIの導入が研究資金への圧力を軽減できると考えている。

コスト面では、エージェント1体あたりのコストを1ドル未満に抑えられると予測してお

り、極めて低コストな研究基盤の構築を目指している。また、安全性を確保するための

技術的なガードレールとして、レビュー担当エージェントを配置する仕組みを導入して

いる。



今後の展望

Virtual Biotechは特定の企業ではなく、オープンソースの研究プロジェクトとして公開

されており、広範な科学コミュニティが利用可能なツールとなっている。開発チーム

は、AIを人間の研究者の代替ではなく、定型的なタスクを担う「共同科学者（co-

scientist）」として位置づけており、人間がより知的刺激のある課題に集中できる環境

の構築を掲げている。今後のステップとして、AIサイエンティストをウェットラボ（実

実験）のワークフローにどのように組み込むかという範囲拡大に取り組むとしている。

元記事: https://stanforddaily.com/2026/10/14/ai-powered-biotech-could-shave-years-off-of-

drug-discovery/

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://stanforddaily.com/2026/10/14/ai-powered-biotech-could-shave-years-off-of-drug-discovery/
https://stanforddaily.com/2026/10/14/ai-powered-biotech-could-shave-years-off-of-drug-discovery/


#11 siRNA技術｜Canary Cure社が挑むプラダー・ウ

ィリー症候群治療

概要

Canary Cure社が、siRNAを用いてプラダー・ウィリー症候群（PWS）などの肥満を

根本的に治療するアプローチを開発している。同社の候補薬CCT-217は、白色脂肪細

胞をエネルギー消費の高い褐色脂肪細胞へ転換させることで、除脂肪体重を維持した

まま体重を減少させる。GLP-1受容体作動薬が主に食欲抑制（満腹感）を標的とする

のに対し、エネルギー消費システムそのものを再構築する新たな治療選択肢となる可

能性がある。

公開日 2026年10月12日  BioXconomy  アメリカ



詳細

主要成果

Canary Cure社が開発したsiRNA候補薬「CCT-217」は、マウスモデルにおいて顕著

な体重減少と食事摂取量の低下を実現した。特筆すべきは、単なる減量にとどまらず、

除脂肪体重（筋肉量）が増加し、脂肪蓄積が劇的に減少した点である。また、コレステ

ロールやC反応性蛋白（CRP）、レプチン値の低下が確認され、レプチン抵抗性の改善も

示唆された。標的組織において90%以上のノックダウンを達成し、脂肪細胞内のミトコ

ンドリア数を4倍に増加させることに成功している。

技術・詳細

CCT-217は、CB1R（カンナビノイド受容体1型）とZFP423という2つの遺伝子を標

的とするsiRNAで構成されている。CB1Rはグルコース調節に関与し、ZFP423は熱産

生遺伝子の発現促進に関わっている。これらを同時に抑制することで、代謝的に不活性

な「白色脂肪」を、ミトコンドリアが豊富でカロリー消費の高い「褐色脂肪」へと転換

（ベージュ化）させ、エネルギー消費システムを再構築することを目的としている。

デリバリーには脂質ナノ粒子（LNP）を用いており、電荷の設計により肝臓への蓄積を

回避し、最大の内分泌器官である脂肪組織へ直接的に作用させる設計となっている。こ

れにより、視床下部を介さず脂肪組織を直接調整するため、従来の肥満治療薬に見られ

る胃腸への副作用を回避できるとしている。

背景・業界の文脈

プラダー・ウィリー症候群（PWS）は、15,000人に1人の割合で発生する希少な遺伝

性疾患であり、米国だけでも数万人が罹患している。15番染色体の欠失により、視床

下部の異常による過食（ハイパーファギア）と、安静時エネルギー消費の低下、筋肉量

の急速な喪失が起こる。患者の多くは脂肪量が50%を超える深刻な肥満状態にあり、現

状の治療は体重管理やホルモン補充などの対症療法に限定されている。

現在、GLP-1受容体作動薬が肥満治療の主流となっているが、これらは主に「満腹感」

を標的としている。Canary Cure社のCEOであるRaj Reddy氏は、ミトコンドリアの

生合成やエネルギー消費、除脂肪体重の維持といった領域は、依然として未開拓の「ホ

ワイトスペース」であると指摘している。



今後の展望

CCT-217は動物モデルで優れた結果を示したが、投与頻度に関しては課題が残ってい

る。同社は半年または1年に一度の投与を目指しているが、マウス実験では20日間に約

7回の投与が行われた。現在は、ヒトへの適用に向けたIND（新薬臨床試験開始届）申

請を可能にするためのin vivo研究が計画されており、希少疾患である小児肥満を含む幅

広い患者への適用が期待されている。

元記事: https://www.bioxconomy.com/modalities/targeting-pediatric-obesity-how-sirna-

technology-can-pinpoint-its-root-cause

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://www.bioxconomy.com/modalities/targeting-pediatric-obesity-how-sirna-technology-can-pinpoint-its-root-cause
https://www.bioxconomy.com/modalities/targeting-pediatric-obesity-how-sirna-technology-can-pinpoint-its-root-cause


#12 グリオブラストーマ治療｜多標的miRNA同定の新手

法と血液脳関門突破の有効性

概要

グリオブラストーマ（膠芽腫）の治療において、複数の癌促進経路を同時に標的とす

るmiRNAを同定する新手法が開発されました。研究チームは、ナノ粒子と集束超音波

を用いて血液脳関門を一時的に開放し、治療用miRNAを効率的に届けることで、マウ

スモデルにおいて腫瘍負荷の軽減と生存期間の延長を確認しています。この手法は、薬

剤送達の困難さと多標的治療の必要性という2つの大きな課題を同時に解決する可能性

を秘めています。

公開日 2026年10月13日  UVA Health  アメリカ



詳細

主要成果

研究チームは、グリオブラストーマの生存と増殖に重要な複数の遺伝的経路を同時に標

的とする、新しいマイクロRNA（miRNA）療法の開発に成功しました。具体的には、

腫瘍抑制的に働くmiR-340およびmiR-382の活性化、および癌促進的に働くmiR-17の

抑制が、グリオブラストーマ細胞の増殖と浸潤を抑制し、患者由来の幹細胞における自

己複製能を低下させることが実証されました。マウスを用いたin vivo試験においても、

これら3つのmiRNAの操作は対照群と比較して腫瘍の成長を有意に抑制しました。

技術・詳細

効果的な多標的治療法を特定するため、研究チームは以下の多段階プロセスを構築しま

した。

PAR-CLIP技術を用いて、グリオブラストーマ細胞で発現している611種類のmiRNA

がどの遺伝子を標的としているかをマッピングした。

グリオブラストーマ腫瘍と正常な脳サンプルの遺伝子発現データを比較し、異常発現

している遺伝子を特定した。

計算アルゴリズムを用い、標的遺伝子の数、生物学的重要性、発現異常の程度と頻

度、および患者の生存率との関連性に基づき、有望なmiRNAをランキング化した。

さらに、確立した腫瘍への薬剤送達という課題に対し、マイクロバブル増強経頭蓋集束

超音波（MB-FUS）を採用しました。MB-FUSで血液脳関門（BBB）を一時的に開放

し、治療用miRNAをコードする遺伝物質を搭載した脳浸透性ナノ粒子を投与したとこ

ろ、腫瘍負荷の有意な減少と生存期間の延長が確認されました。なお、MB-FUSによる

BBBの開放を行わずにナノ粒子のみを投与した場合は、腫瘍負荷に実質的な減少は見ら

れませんでした。



背景・業界の文脈

グリオブラストーマは、数十年におよぶ研究にもかかわらず、患者の生存期間の中央値

は約15ヶ月にとどまっています。治療が極めて困難な要因として、細胞が周囲の組織に

浸潤するため完全な外科的切除が不可能であること、複数の遺伝子が調節不全にあり、

その組み合わせが患者間や同一腫瘍内の細胞間で異なること、そして血液脳関門が薬剤

の到達を妨げていることが挙げられます。複数の分子を同時に標的とする治療は有効で

あると考えられていますが、臨床応用に至った薬剤はなく、また複数の薬剤を併用する

と毒性が指数関数的に増加するという課題がありました。

今後の展望

本研究で確立された多標的miRNAの同定手法は、グリオブラストーマ以外の他の癌種

にも適用できる可能性があります。今後は、患者由来の多様なモデルにおける結果の汎

用性を検証するとともに、ヒトへの臨床試験移行に向けて、安全性、投与量、および反

復治療の評価などの追加研究が進められる予定です。

元記事: https://www.uvahealth.com/healthy-practice/glioblastoma-mirna-treatment-research

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://www.uvahealth.com/healthy-practice/glioblastoma-mirna-treatment-research


#13 Zanvastro｜アレキサンダー病初の治療薬、GFAP

標的の作用機序と臨床結果

概要

FDAが、極めて稀な神経疾患であるアレキサンダー病を直接治療する初の薬剤

「Zanvastro」を承認した。本剤は、疾患の原因となるGFAPタンパク質の過剰産生を

抑制する疾患修飾治療薬である。これまで対症療法しかなかった患者に対し、生物学

的な根本原因にアプローチする初の選択肢を提供することになる。

公開日 2026年10月13日  ScienceDaily / University of Wisconsin-Madison  アメリカ



詳細

主要成果

FDAは、進行性の神経系損傷を引き起こし致命的となり得る希少疾患「アレキサンダー

病」に対する初の治療薬として、Zanvastroを承認した。本剤は単なる症状の緩和では

なく、疾患の根本的な生物学的プロセスを標的とする「疾患修飾治療（disease-

modifying treatment）」であり、これまで有効な治療手段がなかった患者にとって大

きな前進となる。臨床試験では、投与を受けた患者の多くに運動機能の安定化が見ら

れ、一部の患者では運動能力の改善が確認された。

技術・詳細

Zanvastroは、アンチセンスオリゴヌクレオチド（ASO）技術を採用している。ASO

は、特定のタンパク質を製造するための細胞内の指示に干渉する短く設計された遺伝物

質であり、特定のタンパク質の産生量を減少させることが可能である。本剤が標的とす

るのは、アストロサイト（脳や脊髄の機能を維持する特殊な細胞）に存在する「グリア

線維性酸性タンパク質（GFAP）」である。

アレキサンダー病では、GFAPの変異によりタンパク質が過剰に産生され、脳内に「ロ

ーゼンタール線維」と呼ばれる異常な蓄積物（デポジット）が形成される。Zanvastro

はGFAPの産生を制限することで、この有害な蓄積がさらなるダメージを与える前に抑

制することを目指している。薬剤は中枢神経系に到達させる必要があるため、3ヶ月に

一度、専門医によって脊髄管へ注入される。

背景・業界の文脈

本剤の開発は、ウィスコンシン大学マディソン校の獣医学部およびWaisman Centerに

おける30年以上の研究成果に基づいている。特にAlbee Messing教授らの研究チーム

が、1990年代後半にマイケル・ブレナー教授と共にアレキサンダー病の遺伝的原因を

特定したことがブレイクスルーとなった。研究チームがGFAPを過剰に産生させるよう

遺伝子操作したマウスを作成したところ、意図せずして人間のアレキサンダー病に見ら

れる特徴的な病変が再現されたことで、GFAPが治療標的であることが明確になった。

この発見は診断法の改善にも寄与した。従来は侵襲的な脳生検による組織確認が必要だ

ったが、GFAP遺伝子の変異を特定することで、血液サンプルを用いた遺伝子検査によ

る簡便な診断が可能となった。実用化に向けては、Ionis Pharmaceuticals社が開発に

協力し、より疾患特性を再現した齧歯類モデルを用いて検証が行われた。



今後の展望

アレキサンダー病は世界的に100万人に1人未満という極めて稀な疾患であり、乳幼児

期、児童期、成人期など発症時期によって症状や進行速度が異なる。呼吸や心拍などの

自動的な身体機能、歩行、会話、嚥下能力への深刻な影響を及ぼすため、GFAPの産生

抑制による機能維持および改善が期待される。2021年夏から開始されたヒト臨床試験

の結果を受け、ついに直接的な治療手段が提供されることとなった。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/10/261007042111.htm

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/10/261007042111.htm


#14 アルツハイマー病治療｜IUが開発した分子グルー分

解剤によるプラーク減少の仕組み

概要

インディアナ大学（IU）の研究チームが、アルツハイマー病に関連する脳内アミロイド

プラークの形成を抑制する新しい手法を開発した。分子グルー分解剤を用いてアミロ

イド前駆体タンパク質を細胞内のリソソームへ誘導し、除去させることでプラークの

生成を根本から抑える。従来の治療法が生成後のプラークを標的としていたのに対

し、より早期の段階で介入できるため、病行の停止や進行遅延への寄与が期待され

る。

公開日 2026年10月13日  Indiana University School of Medicine  アメリカ



詳細

主要成果

インディアナ大学医学部の研究チームは、アルツハイマー病および関連する認知症患者

に顕著に見られるアミロイドプラークの形成を減少させる新手法を開発した。この研究

成果は学術誌『Advanced Science』に掲載されており、IUはすでに「アルツハイマー

病を治療するための化合物および方法」として米国特許を出願・公開している。

技術・詳細

本技術の核心は、「分子グルー分解剤（molecular glue degrader compounds）」と呼

ばれる化合物の開発にある。この化合物は、ヒト神経細胞においてアミロイド前駆体タ

ンパク質とその調節タンパク質の界面に結合し、両者を結びつける役割を果たす。これ

により、アミロイド前駆体タンパク質を細胞内の天然の廃棄領域である「リソソーム」

へと誘導し、タンパク質を分解・除去させることが可能になる。

研究チームは、アルツハイマー病のマウスモデルを用いて検証を行った。その結果、リ

ード化合物の投与によってアミロイド前駆体タンパク質およびアミロイドペプチドのレ

ベルが低下し、脳内のアミロイドプラーク負荷が有意に減少したことが確認された。ま

た、テストした投与量において、マウスに身体的または行動的な異常は見られなかった

という。

本プロジェクトでは、Anita Bellail博士が標的タンパク質分解手法と分子グルー分解剤

ライブラリの開発を主導し、Sunghan Jung博士がアルツハイマー病患者由来の特殊な

神経細胞を用いてライブラリのテストおよび幹細胞モデルでの薬理作用メカニズムの解

明を行った。

背景・業界の文脈

アミロイドプラークは、加齢に伴いすべての成人の脳機能に影響を与えるが、特にアル

ツハイマー病患者において顕著に蓄積することが知られている。責任著者のChunhai

Hao博士は、現在のアミロイド治療へのアプローチの多くは、プラークが生成された後

にそれを標的とするものであると指摘する。対して本手法は、プラークの元となるアミ

ロイド前駆体タンパク質を選択的に減少させることで、より早期の段階で介入すること

を目指している。



今後の展望

今後は、臨床試験への移行に向けて、化合物の薬理学的特性および有効性を向上させる

ための追加研究が必要とされる。最終的な目標は、リード化合物をアルツハイマー病患

者への臨床試験へと進展させることにある。また、Hao博士とBellail博士は、大学発の

スタートアップ企業「Degrome Therapeutics」を共同設立した。同社は、アルツハイ

マー病が始まる前に停止させる、あるいは少なくとも進行を遅らせる治療法の開発を目

的としている。

元記事: https://medicine.iu.edu/news/2026/10/alzhimers-plaque-treatment-compounds

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)
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